
セントラル短資株式会社　総合企画部

●資金需給 ●2016年12月2日の市場動向

●短期金融市場関連指標

●入札結果

●オペ結果

●2016年12月5日の予定
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本日は財務省による国債等の入札は実施されませんでした。
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国庫短期証券買入 5,000 2016/12/6 8,774 5,000 ▲0.059 ▲0.030 54.4
国債買入（残存期間１年超３年以下） 4,000 2016/12/6 8,980 4,005 ▲0.009 ▲0.003 52.0
国債買入（残存期間３年超５年以下） 4,200 2016/12/6 6,140 4,202 0.001 0.005 9.7
国債買入（残存期間５年超１０年以下） 4,100 2016/12/6 6,831 4,101 0.005 0.008 1.8
国債補完供給（国債売現先）・即日（午前オファー分） 34,898 2016/12/2 2016/12/5 14 14 ▲0.600 ▲0.600
国債補完供給（国債売現先）・即日（午後オファー分） 10,000 2016/12/2 2016/12/5 3 3 ▲0.600 ▲0.600

*米国11月のFRB労働市場情勢指数
*米国11月のISM非製造業景況指数

*黒田日銀総裁、
 パリ・ユーロプラス・フィナンシャル・フォーラムにて講演
*11月の消費動向調査
*12月の日銀当座預金増減要因見込み

<インターバンク市場>

<レポ市場>

<短国市場>

<CP市場>

午前8時発表の準備預金残高見込みは、前日比4兆3,000億円減の235兆
3,000億円(当座預金残高見込みは、310兆4,000億円)。本日の無担O/Nは、
▲0.035％の寄付き後、邦銀、証券業態による▲0.08～▲0.03％の出合いと
なった。税揚げによる不足日となったことで、地銀業態を中心にしっかりとし
た調達ニーズが見られた。後場は閑散。ターム物に関しては特段目立った
出合いが見られなかった。

GC T/N(12/5-12/6)は、▲0.095～▲0.085％程度の出合い。S/N（12/6-
12/7）は、▲0.10～▲0.095％程度の出合い。SCは、新規・ロールオーバーと
もに幅広い銘柄で取引が見られた。個別銘柄では2Y367～370、5Y127～
129、10Y335～344、30Y49～30Y52などカレント近辺の銘柄にビッドの出入り
が多く見られた。

CP発行市場は償還総額1,200億円弱に対して、発行総額は500億円弱と償
還超となった。配当金・賞与等の資金調達ニーズが一服したためか、発行件
数も少なく落ち着いたマーケットとなった。

現先レートS/Nは横ばい圏で推移した。売り物が少なく強含んだ相場の中、
短国買入オペが前回比で5,000億円の減額となる5,000億円でオファーされ
た。平均落札利回較差▲0.030％、按分落札利回較差▲0.059％と、品薄感
を反映した底堅い結果となった。オペ後の出合いは、3M物で▲0.388％が少
額散見された程度であった。


